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入力ユニット FU-501：加圧 20／50／100kPa  減圧－20kPa 2ch 装備

FU-502：微加圧／微減圧 2／－2／－4／－10kPa 2ch 装備

タンクローリ(TL)25kPa 温度－10～50℃ 2ch 装備

分 解 能：加圧･減圧は±0.1kPa 微加圧・微減圧・TL は±0.01kPa
TL 用温度(上槽・下槽) ±0.01℃

確 度：圧 力 表 示 ±0.5％ of FS (加圧・減圧・TL)
±1.0％ of FS (微加圧・微減圧)

TL 温度表示 ±0.02℃ of rdg＋0.5℃以内

圧力計温度係数：±0.02% of FS/℃以内

W153 × H88 7 インチ液晶カラータッチパネル

デジタル圧力表示／グラフ表示を切替え ・ 各チャンネルは 10 色で表示

設定は画面タッチで入力 ・ グラフ表示はレンジの１１０％表示

USB メモリ USB2.0
チャンネル数 最大 10ch(10 槽) ・ ユニット挿入にて自動認識(FU-501／FU-502)
記録フォーマット

報告書作成ソフト

・UGT-
・TL-

地下タン ク：スタート後、圧力の経時変化記録

ピーク検出し 5 分毎の圧力値を 300 分まで自動印字

測定開始日時と終了時気温自動印字

提出用データ印字（1ch 毎の単独記録を出力）

タンクローリ：スタート後、各槽の圧力・上下槽温度の経時変化記録

ピーク検出後 5 分毎の測定値を 60 分まで自動印字

測定開始日時自動印字

提出用データ印字（様式第 33 号及び第 34 号に準じた報告書出力）

使用温湿度範囲 0～40℃ 10～90％RH (結露がないこと)
電源 AC100V ±10％ 50/60Hz 消費電力：約 25VA (24000mAh ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞｯﾃﾘｰ AC100V で約 3.5 時間)
本体寸法・重量 W350×D460×H250 ・ 重量約 10.0kg (10ch 装備時)

●特 徴

価格例

地下タンク

加圧２ch／微加圧・微減圧２ch 対応 本体 + FU-501(１枚) + FU-502(１枚) 円

タンクローリ

本体 + FU-502(1 枚) + 漏洩センサー(2 台) + 分配器(ARD-301-4CH) + ネジ変換アダプタ(2 個) 円

本体 + FU-502(2 枚) + 漏洩センサー(3 台) + 分配器(ARD-301-4CH) + ネジ変換アダプタ(3 個) 円

本体 + FU-502(2 枚) + 漏洩センサー(4 台) + 分配器(ARD-301-4CH) + ネジ変換アダプタ(4 個) 円

本体 + FU-502(3 枚) + 漏洩センサー(5 台) + 分配器(ARD-301-5CH) + ネジ変換アダプタ(5 個) 円

本体 + FU-502(3 枚) + 漏洩センサー(6 台) + 分配器(ARD-301-6CH) + ネジ変換アダプタ(6 個) 円

本体 + FU-502(4 枚) + 漏洩センサー(7 台) + 分配器(ARD-301-7CH) + ネジ変換アダプタ(7 個) 円

本体 + FU-502(4 枚) + 漏洩センサー(8 台) + 分配器(ARD-301-8CH) + ネジ変換アダプタ(8 個) 円

本体 + FU-502(5 枚) + 漏洩センサー(9 台) + 分配器(ARD-301-9CH) + ネジ変換アダプタ(9 個) 円

本体 + FU-502(5 枚) + 漏洩センサー(10 台) + 分配器(ARD-301-10CH) + ネジ変換アダプタ(10 個) 円

槽対応

槽対応

槽対応
槽対応

槽対応

槽対応

槽対応

槽対応

デジタル画面

１０槽対応

グラフ画面

・地下タンク、地下埋設配管

移動貯蔵タンク兼用検査機器

・報告書作成ソフト標準装備

・記録はカラー液晶で表示、USB 保存

・60 分以上でも圧縮機能で A4 用紙貼付可能

・簡単操作。日本語液晶表示で対話方式

・地下タンク検査の全ての圧力レンジを装備

・1 ユニット 2ch
最大 5 ユニット 10ch 試験可能

・ユニット自動認識でチャンネルは自由自在

・加圧時間を含め最大 300 分の試験可能

(190kℓタンクの試験時間相当)

耐 圧：加圧 400kPa 減圧 －100kPa 微加圧・微減圧・TL 134kPa 
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地下タンク点検試験構成概念図

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

微加圧 
微減圧も以下に準じて実施 

タンクローリ 

 地下タンク漏洩検査          タンクローリ漏洩検査       校正試験  

移動貯蔵タンク(タンクローリ)点検試験構成概念図 

FU-501 
2ch 

加圧・減圧 

タンクローリ漏洩センサー 
PLS-220 

圧力分配器

  PSR-5101 

地下タンク 10,000ℓ
ハイオク

地下タンク 188,000ℓ
灯油

記録出力例 パソコンにて 記録出力例 パソコンにて 

タンクローリ報告書出力例（2 槽） 
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槽番号 2 0 分 後 2 0 分 後 圧力 多槽同時加圧 基準槽 
との 
圧力差 

計測圧力 平均温度 補正圧力 平均温度 変動値 
ｋＰａ ｋＰａ ｋＰａ ｋＰａ ℃ ℃ 

漏洩 
の 
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1 
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回 
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回 
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回 
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<移動貯蔵タンク定期点検実施結果一覧表（ｶﾞｽ加圧法）> 
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タンクローリ  点検実施データ      第１槽 
ｋＰａ 

10 

20 

0 

40 
30 
20 
10 
0 

―10 

温 

度 

圧 

力 

タンクローリ  点検実施データ      第１槽 

画面表示 

デジタル 

グラフ 

分配器 
ARD-301 

 
PSR-5101  

PSR-5101 

操作 
確 定 START チャンネル 

設定 
確 定 START 

加圧 
二重殻減圧も 

以下に準じて実施 

操作 
チャンネル 
設定 

FU-502 
2ch 

タンクローリ 
微加圧・微減圧 

平均温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

下部温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

上部温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

補正圧力  0.00    0.00   20.04   19.95   19.90   19.93   19.93  19.93   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92 
  
  

計測圧力  0.00    0.00   20.44   19.99   19.98   19.95   19.95  19.95   19.94   19.94   19.94   19.94   19.93   19.93   19.93  
  
  

計測時間 10 分前  確認時   ０分    ５分  １０分   15 分 ２０分 ２５分 ３０分 ３５分 ４０分 ４５分 ５０分 ５５分 ６０分 

平均温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

上部温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

計測圧力  0.00    0.00   20.44   19.99   19.98   19.95   19.95  19.95   19.94   19.94   19.94   19.94   19.93   19.93   19.93  
  
  

計測時間 10 分前  確認時  ０分    ５分  １０分   15 分 ２０分 ２５分 ３０分 ３５分 ４０分 ４５分 ５０分 ５５分 ６０分 

補正圧力  0.00    0.00   20.04   19.95   19.90   19.93   19.93  19.93   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92   19.92  
  
  下部温度 10.00    1012   10.14   10.13   10.13   10.13  10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13   10.13 
 
  

PSR-5101

１…窒素ボンベ

２…圧力調整器

３…バルブ

４…圧力分配器

５…漏洩センサー

６…記録制御

△…白金測温抵抗体

○…圧力センサー

φ６×４ウレタンホース ＋ 温度計ケーブル

φ８× ウレタンホース

1 2



LLT-2200β　LLT-2200βプラス
液相部ペアリークテスタ

対象液種 動粘度 150mm2/S 以下で比重が 1.0 以下のほぼ全ての危険物 
タンク容量

と

減圧後の

試験時間

地 下 水 位

0mm︓

5分以内

タンク容量と減圧後の試験時間

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～

安定確認時間 分 分 分 分 分 分 分 分 分

Ｐｂ 分 分 分 分 分 分 分 分 分

Ｐｂ 分 分 分 分 分 分 分 分 分

常温で蒸気圧の高い危険物の場合は、減圧後 10 分以上の蒸発安定チェックを実施します。 
(注意：kℓの 3～5 とは 3001ℓより 5000ℓを意味します。) 

設定減圧値Ａ（kPa）＝（Ｂ－Ｃ）＋ Ｐｂ（基本減圧値）で計算します。 
Ｂ：残油高さ Ｃ：地下水高さ（10cm を 1kPa とし、上式に代入）タンク底基準の地下水高さをいう。 
タンク容量、残油高さ、地下水高さ入力で、設定減圧値が自動計算 

(最大 20kPa 以上の減圧はできませんので、その場合残油量を減らして試験してください。) 
 
 
 
 

 
 

表 示 7 インチカラータッチパネル液晶 
検出方式 地下水あり：磁歪式変位計による浸入水検知液面変位測定法式 

地下水なし：加速度測定方式(dB 数値表示及びヘッドホンによるモニター併用) 
チャンネル センサー増設で最大 4ch まで可 
データ収集 USB メモリ  

専用ソフトで報告書張付『windows11 対応』(PC 環境によっては、使用できない事もあります)  
磁 歪 式 変 位

計 
LLT-2010 
 

耐圧防爆構造 
ロッド長：標準 2200mm(LLT-2200β)・ 標準 1200mm(LLT-2200βプラス) 
分解能：0.005mm(5μm) ・ ケーブル長：10m ・ 2 マグネットによる温度補償機能 
標準フロート寸法：32A(φ28) 

加速度変換

器 
LLT-2021 

電荷感度 47mV/G ・ 本質安全防爆構造 
マグネット取付 ・ 10m ケーブル付き 

寸法・電源 LLT-2200β本体：W350×D460×H250 ・ 質量：約 10kg 
電源：AC100V50/60Hz：約 25VA  (24000mAh ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞｯﾃﾘｰ AC100V 使用で約 3.5 時間) 

センサケース：W2445×D300×H165 ・ 質量：約 22.4kg ・ 2 本入時：約 25.5kg(2200mm 用) 
真空発生器 
LLT-2041B 

本体：W310×D70×H170 ・ 質量：約 1.24kg ・ 騒音：1ｍ地点にて 55dB  
エアー使用量：105ℓ／分 ・ 吸込量：125ℓ／分(－20kPa 時) , 225ℓ／分(－5kPa 時) 
最大到達圧力：－90kPa 以上  

特 徴 
・ ほぼ全ての液種に対応 
・ センサーは防爆仕様 

・ 1 分毎のデータをデジタル表示およびグラフ表示 
・ 最大 4 槽（4ch）対応 
・ 2 種類のセンサーを用い、試験時間が短い 

・ 検査終了後、データを USB 保存 
・ 磁歪式変位計、加速度変換器は、従来お持ちの物を接続可能 

一般財団法人 全国危険物安全協会評価合格製品 
令和 2 年 3 月 31 日 全危協評第 10-4 号 
令和 8 年 3 月 31 日 全危協評第 10-5 号 

☆特 許☆
・特許第 3749908 号 平成 16 年 3 月 31 日 ・特許第 4589669 号 平成 22 年 9 月 17 日 
・ＵＳ7603900B2 平成 21 年 10 月 20 日  ・中華民国Ⅰ364531 號 2012 年 5 月 21 日 
・特願 2026-30325 令和８年２月 27 日 

危険物の規制に関する規則第 62 条の 5 の 2 第 1 項に規定する地下貯蔵タンク（強化プ

ラスチック製の外殻を除く）における危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定め

る告示に規定する『その他の方法』該当製品です。 

ｋℓ 基本減圧値

・加速度変換器による試験。(地下水と接触していない部位)
タンク気相部を減圧する前の振動加速度値が、気相部を最大—20kPa に減圧したときの加速度値と比べ、
差が6㏈までは異常なし、6㏈を超えたら異常有りとする(減圧は-5～-20kPa の範囲)

・液面高さと地下水位の差が 1500mm以下で地下水と接触している部分の試験。
磁歪式変位計を用いて計測し判定時間放置。-0.020mm以内なら異常なし。超えれば異常有り

 

LLT-2200β 

LLT-2200β 
プラス 

 

共通仕様 

LLT-2200β

対象タンク

と

判定基準

 

変位時系列グラフ画面と A4 用紙印刷 

 

変位時系列グラフ画面と A4 用紙印刷 

 

 

  

磁歪式変位計
と ケース

加速度変換器その他も入ります
ケースは防水ではありません 

 
 

加速度変換器
LLT-2021 

真空発生器 
LLT-2041B 

圧力計 
KDM30α 

時間
10:39
10:40
10:41
10:42
10:43
10:44
10:45
10:46
10:47
10:47
810:49
8

液面 加速度
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005

0.0
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9

変位
0.100

0.050

0.000

-0.050

-0.100
０分 1０分 2０分 3０分 4０分 5０分 6０分

相部リークテスト結果例 用紙印刷

LLT-2200βプラスによる円筒縦置き型タンクの検査フローチャート LLT-2200βプラスによる円筒横置き型タンクの検査フローチャート

標準システム内容 

・ペアリークテスタ本体（ＬＬＴ－２２００β） オプションソフト β

・磁歪式変位計（ＬＬＴ－２０１０） ロッド長２２００ｍｍ  βプラス

プラス

ロッド長  

・加速度変換器（ＬＬＴ－２０２１） ・圧力監視デジタル圧力計（ＫＤＭ３０α―５００ｋＰａ ― ） 

・Ｔ型接続管（ＰＲ―１１０２） ・マルチステージ真空発生器（ＬＬＴ－２０４１Ｂ） 
・磁歪式変位計用ケース（ＬＬＴ－２０３０） ・報告書ソフト(LLT-2200Prt.標準添付) 

 

判定基準 縦型・横型共用

LT-2200βプラス

対象危険物が満液状態にあるタンクが対象
・液面下1700mmまでは加速度変換器による試験。
タンク気相部を減圧する前の振動加速度値が、気
相部を—20kPa に減圧したときの加速度値と比
べ、差が 6 ㏈までは異常なし、6 ㏈を超えたら異
常有りとする

・液面高さと地下水位の差が 1700mmを超える
部分の試験。

磁歪式変位計を用いて計測し一次判定時間放置。
-0.010mm以内なら異常なし、
-0.020mm超えれば漏洩有り
-0.020mm以内なら二次判定時間再放置
-0.020mmを超えれば漏洩有り
-0.020mm以内なら異常なし

LLT-2200β

2200β プラスは、従来評価済みの 2200β の構造とセンサー（振動加速度変換器／磁歪式変位計）
をそのまま利用し、漏洩検出アルゴリズム（ソフトウェア）を拡張した方式です。
従来試験できなかった満液の円筒縦置き型及び満液の円筒横置き型地下タンクの漏洩検査ができます

主な追加機能・特長
① 液面下 までの振動加速度検査

② 液面下 より深部の高精度液面変位計測（磁歪式変位計）
自然流出による液面低下を 単位で検出

③ 従来方式では試験不可だったタンクの検査が可能 満液の自家発エンジン用・円筒縦置き型地下タンク等
満液状態の縦置き・横置き型タンク・満液で液面高 超の大型タンク
地下水接触タンク（条件を満たす場合）

試験方法の概要（縦置き・横置き共通）
① 満量状態であることを確認 最大容量
② 危険物が比重 以下（灯油、軽油、 重油等）であることを確認
③ 地下水位を測定し、規定の差（ 等）を満たすか判定
④ 液面下 までは まで減圧し振動加速度方式で確認
⑤ より深い部位は磁歪式変位計で自然流出による液面低下を測定
⑥ 一次判定（ ～ 分）︓液面変位-0.010mm以内なら合格
⑦ 二次判定（ ～ 分）︓液面変位-0.020mm以内なら合格

バージョンアップ方法
LLT-2200βを引き取り、弊社でバージョンアップ後返送

LLT-2200βプラスの試験時間及び判定基準

ポンプ

P
ポンプ

液相部満液

地下タンク

磁歪式変位計

加速度計注入管
通気管

P

液相部満液

地下タンク

磁歪式変位計

加速度計注入管

LLT-2200βプラス

液晶パネルによる記録出力の説明
『スタート』後、1 分毎のデータを記録表示。

磁歪式変位計挿入時の液面高さが変位 0.000mm です。
減圧後にこの変位量が増加すれば、異常ありとなります。

+0.020mm までは異常なし。それ以上は異常あり。

振動加速度は、減圧前を 0.0dB として計測します。
6dB（振動加速度の大きさで 2 倍）以上が異常あり。
6dB 以下は異常なしとなります。

報告書は USB メモリを介して、パソコンに接続し
印刷できます。

円筒縦置き地下タンク

円筒横置き地下タンク

気相部を-20kPa に減圧し、漏洩孔から侵入する気泡の破裂音を加速度変換器で検知し減圧前後で
振動加速度レベルの差が 以上なら漏洩と判定

縦型タンク

横型タンク

最大容量 最大容量
6～9㎘
15㎘

20～25㎘
30㎘

一次判定
5分
10分
10分
10分

二次判定
10分
15分
20分
25分

一次判定
15分
15分
15分

二次判定
25分
30分
35分

地下水無し 地下水ありタンク容量

タンク容量

15～18㎘
20㎘
25㎘

30～35㎘
40㎘

45～48㎘

加速度試験のみ
2200βで最大60分

2200βで最大80分

2200βで最大45分

液高1700mm以上
2220mm未満の
タンクは試験不可

50㎘
60㎘

一次判定
25分
30分

二次判定 タンク容量
80㎘
100㎘

一次判定 二次判定
55分
65分

35分
45分

75分
95分

35㎘
40㎘

45～60㎘
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レンジ
切替

タンクサイズ

容量の入力
試験

注入管

操作 レンジ
切替

タンクサイズ

容量の入力
試験

構成

3

センサー

接 続

圧力レンジ

自動設定

防爆加圧法4

センサー

接 続

圧力レンジ

自動設定

1 加圧法・減圧法2

移動貯蔵タンク水加圧／高圧配管加圧試験等

水圧ポンプ

圧力変換器

移動貯蔵タンク
GL

検査対象送油管

防爆バリヤ

防爆圧力変換器

油圧ポンプ

油送管の実液加圧等

操作

構成

用途

電源ケーブル
エアーホース 保護ケース 【裏面 側面】

微加圧法・微減圧法

操作

構成

液体加圧法

安
全
装
置

窒
素

通気管

型
接
続
管

タ
ン
ク

戻り管

吸引管

気相部

液相部

ポンプ

安
全
弁

窒
素

通気管

型
接
続
管

タ
ン
ク

戻り管

吸引管

気相部

ポンプ

・ 地下タンク・地下埋設配管等の点検試験概念図

【付属品】

操作

構成

用途

スタート

試験 試験スタート

スタート

スタート

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

二重殻タンク

PR-2022
圧力レコーダ　pascal5

●特 徴

地下タンク、地下埋設配管の漏れを容易に検査

軽くて持ち運びやすく、コンパクト設計

簡単操作、安価で気相部検査機器の予備機として！

仕様

地下タンクに必要な、全ての圧力レンジを装備

二重殻タンク外殻の加圧および減圧

＆ タンクの外殻減圧測定

外部圧力変換器で液体加圧・防爆実液加圧の測定記録

カードに保存

報告書作成ソフトにて報告書作成 対応)

オプション

 

変位時系列グラフ画面と A4 用紙印刷 

 

変位時系列グラフ画面と A4 用紙印刷 

 

 

  

磁歪式変位計
と ケース

加速度変換器その他も入ります
ケースは防水ではありません 

 
 

加速度変換器
LLT-2021 

真空発生器 
LLT-2041B 

圧力計 
KDM30α 

時間
10:39
10:40
10:41
10:42
10:43
10:44
10:45
10:46
10:47
10:47
810:49
8

液面 加速度
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005
0.005

0.0
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9
57.9

変位
0.100

0.050

0.000

-0.050

-0.100
０分 1０分 2０分 3０分 4０分 5０分 6０分

相部リークテスト結果例 用紙印刷

LLT-2200βプラスによる円筒縦置き型タンクの検査フローチャート LLT-2200βプラスによる円筒横置き型タンクの検査フローチャート

標準システム内容 

・ペアリークテスタ本体（ＬＬＴ－２２００β） オプションソフト β

・磁歪式変位計（ＬＬＴ－２０１０） ロッド長２２００ｍｍ  βプラス

プラス

ロッド長  

・加速度変換器（ＬＬＴ－２０２１） ・圧力監視デジタル圧力計（ＫＤＭ３０α―５００ｋＰａ ― ） 

・Ｔ型接続管（ＰＲ―１１０２） ・マルチステージ真空発生器（ＬＬＴ－２０４１Ｂ） 
・磁歪式変位計用ケース（ＬＬＴ－２０３０） ・報告書ソフト(LLT-2200Prt.標準添付) 
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地下タンク用報告書作成ソフト UGT-
入力画面より客先、タンクデータ等の入力により、報告書作成するソフト

データ入力画面 データ入力画面

データ入力画面 データ入力画面 データ取込画面

保存メディア内試験番号

タンク毎の試験データが印刷できます

全体の報告書が印刷できます

入力画面で入力したものが、
反映されます

次回から上書き保存で済みます

タンクローリ用報告書作成ソフト TL-Rep5
入力画面より客先、タンクデータ等の入力により、報告書作成するソフト

データ入力画面 データ入力画面 データ取込画面

報告書画面

タンクローリ報告書印刷（Ａ4 用紙）

19.93

19.93

10.10

10.10

19.65

19.65

10.10

10.10

0.28

0.28 〇

◎ 0.00

0.00

槽番号
2 0 分 後 2 0 分 後2 0 分 後 圧力 多槽同時加圧 基準槽

との
圧力差

計測圧力 平均温度 補正圧力 平均温度 変動値

ｋＰａｋＰａ ｋＰａ ｋＰａ℃ ℃

漏洩
の
有無

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

<移動貯蔵タンク定期点検実施結果一覧表（ｶﾞｽ加圧法）>

第1槽

第2槽

第3槽

第4槽

第5槽

第6槽

第7槽

第8槽

第9槽

第10槽

無
有

無
有

無
有

無
有

無
有
無
有
無
有

無
有
無
有

無
有

10.00
10.00
1018
0.02
0.02時 間

測定圧力
補正圧力
上層温度
下層温度
平均温度

0.00
確認時 0分 5分 10分 15分 20分 25分 30分 35分 40分 45分 50分 55分 60分

0.00
10.10

20.03
20.03

10.14
10.12

10.12
10.16
10.14

10.14
10.12
10.13

20.04
20.04

20.04
20.04 20.04

20.04 20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04 20.04

20.04

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13

10.13
10.13

10.13 10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10 分前

ｋＰａ

10

20

0

40
30
20
10
0

―10

温

度

圧

力

タンクローリ 点検実施データ 第１槽

10.00
10.00
1018
0.02
0.02時 間

測定圧力
補正圧力
上層温度
下層温度
平均温度

0.00
確認時 0分 5分 10分 15分 20分 25分 30分 35分 40分 45分 50分 55分 60分

0.00
10.10

20.03
20.03

10.14
10.12

10.12
10.16
10.14

10.14
10.12
10.13

20.04
20.04

20.04
20.04 20.04

20.04 20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04

20.04
20.04 20.04

20.04

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13

10.13
10.13

10.13 10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10.13
10.13
10.13

10 分前

ｋＰａ

10

20

0

40
30
20
10
0

―10

温

度

圧

力

タンクローリ 点検実施データ 第１槽

・規定様式の報告書作成｡作成したものはＨＤＤ等に保存
液相部データ貼付にも対応。

・Pascal シリーズや他社気相部機器にも部分的に使用できます。
(５分毎数値を手動入力)

・対応ＯＳ：Windows11

・規定様式の報告書作成。
作成したものはＨＤＤ等
に保存

・対応ＯＳ：Windows11
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圧力測定 
（記録&表示） 

加圧：20／50／100kPa   精度：1.0% of FS   微加圧：2.0kPa   精度：1.0% of FS 
微減圧：－2／－4／－10kPa 精度 1.0% of FS   減圧：－20kPa    精度：1.0% of FS 
液体加圧・実液加圧：100／500kPa 1／5／10MPa  精度：1.0% of FS 
分解能：加圧・減圧は±0.1kPa 微加圧・微減圧は±0.01kPa 

100／500kPa：0.1kPa   1／5／10MPa：0.001MPa 
温度係数：±0.02% of FS/℃ グラフ表示：レンジの 110%表示 

温度 
 

外気温の測定：－10.0℃～55.0℃ 分解能：0.1℃ 確度：±0.2℃ of rdg+１℃ 
測定器内部温度表示：－10.0℃～55.0℃ 

表示・記録部 7 インチカラー液晶タッチ画面 ・ 圧力値と外気温はデジタル表示 
Dot Matrix：800×RGB×480(TFT) 
圧力変化は 60 分のグラフ表示で 300 分までのスクロール 
時間軸 600dot／10 分(100mm/h 相当のグラフ表示) 
記録データは SD カード保存 ・ 報告書作成ソフト UGT-Rep にて報告書作成 

使用温湿度範囲 －10～40℃ 10～90%RH(結露が無いこと) 
電源 AC100V または 外部電源モバイルバッテリーによる駆動(10000mAh 使用で約７時間) 
消費電力 AC100V 約 5VA  
本体寸法・重量 W292×D208×H90(突起物除く) ・ 重量：約 4.5kg 
圧力ポート 標準：1TPM ・ 液体加圧センサー用：20PF  
標準付属品 専用 FRP 保護ケース(グリーン)   寸法：W475×D305×H215   重量：4.9kg 

圧力測定ホース：10m (1TSF と 20PF カプラ付き) 
報告書作成ソフト：UGT-  
サンバイザー ・ AC コード ・ 取扱説明書 ・ 保証書  ※モバイルバッテリーは付属しません 

オプション 液体加圧用圧力変換器  KH15-0.5M(100／500kPa)/KH15-1M(1MPa)/ 
KH15-5M(5MPa)/KH15-10M(10MPa) 

防爆型加圧用圧力変換器 KH15-0.5MS(100／500kPa) / KH15-1MS(1MPa) 
(本質安全防爆)  KH15-5MS(5MPa)/KH15-10MS(10MPa) 

（各圧力変換器に 30cm ケーブル接続済み、10m 延長ケーブル標準装備） 
実液加圧用防爆バリア:形状：W135×D200×H95(突起物含む) ・ 重量：1.2 ㎏ ・ 

 電源：AC100V  標準付属品:延長ケーブル：10m(圧力変換器―バリア間) ・ 
 接続ケーブル：3m(バリア―Pascal5 間) 

AC コード ・ 取扱説明書 ・ 保証書  
安全弁試験装置記録ソフト pascal5-SB 
   Pascal5 での圧力:0～50kPa 
   安全弁試験装置 SB-24D 仕様の場合 Pascal5 への外部圧力変換器接続:100kPa/500kPa 

 高圧安全弁試験装置 SB-10M 仕様の場合 0.5/1/5/10MPa 
   安全弁試験時間:0～最大 90 秒(任意にストップ) 

記録方式:CSV  サンプリングスピード:0.15sec (90 秒間で 600data のサンプリング) 

液体加圧圧力変換器 実液加圧用防爆バリア延長ケーブル
【オプション品】

【現場使用例】 安全弁試験
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